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高齢者の在宅療養生活 る要因の分析
~在宅酸素療法@在宅人工呼吸療法患者と訪関看護~
Analysis of factors related to home recuperation of the elder1y 






















































































































女 10年 HOT 
女 l年未満 HOT 
男 12年 HMV 
男 8ヶ月 HOT 
女 5年 HOT 
男 27年 3ヶ月 HOT NIV 
男 3ヶ月 HOT 
女 1年 HOT NIV 
男 1年 HOT NIV 





ADL 同居 職歴 要介護度
食会話事・・排筆池記自・入力浴可着能替・補え聴自器力使可能用 外出は要介助 実妹 あり 3 
食事筆・排記池自には見守り、入浴・着替え・外出は要介助、会
話・ 力可能 なし なし 3 
全介助、オムツ使用・経管栄養瞬きや唇の動きで会話可能 妻 あり 5 
食事・筆・排池・入浴・着替えは自力可能、外出は要介助、会
話 記自力可能 妻 あり なし
筆食事記自・排力池可能は見守り、入浴・着替え・外出は要介助会話・ 娘・孫 あり
要食事介助・排、池会話は見・筆守記り、自力入可浴能・ベッドからの移動・着替えは 妻 あり 3 
食事・排記池は ・入浴・着替えは自力可能、外出は要介助、会
話・筆 自力可能 妻 あり
筆食事記・調理・排池難・入聴浴あ・着替え・外出は自力可能、会話・
自力可能だが り なし あり
食事会話・排は池可能は見守り、入浴く筆・着替え・外出は要介助、簡単
な だが、 IQ低記困難 娘妻家族 あり 3 























































を自分で見 しみを出こと 接触はうれしく楽しみに感じている。" (ケー ス3)“健康だ、ったころはバレーボールをしていた、今はできないのでjft榔や絵手










ジメント している ‘妻(介護者)は神様だ、と思っている。かみさんつていうでしょ。そのくらい感謝している" (ケー ス7) “ {照れている…何も
る いえないが、感謝の気持ちはあるようで顔がくしゃくしゃになっている" (ケースg)








医療サービ 主治医を信 主治医の情ー 報ビ提供 “訪問看護の利用はそのときの主治医から教えてもらっている"“ヘルパーなどの訪問看護以外のサービスも主治医から教えても




に対応で る異 な相談相 (ケース8) “今までに大きな手術を受けて何度も死にそうになった。いつ心臓が止まるか、息が止まるか心配で死の恐怖がいつ
る 手を できる もある。苦しいとき夜間の付き添いがほしいと考えている" (ケース5) “これから先はこういう心配がある。人工呼吸器使ってい
るからお父さんは預かつてもらえない。私(介護者)が元気なうちはいい。以前私が骨折で入院したときは娘(既婚で県外在住)
に半年帰ってきてもらうしかなかった" (ケー ス6)
サービスに 自択分自でサービスを “今のままでよい" (全ケース)“訪問看護師さんが来るだけで安心、話をすると元気になる"ケース2・4)“今のままでよく、























































































































































































































































































































































































の研究，季刊・社会保障研究， 33 (1)， 60・69，1997. 







(1)， 39-47， 1999. 
8) Pamela Hawranik， et al. Perceptions of a Senior 
Citizens' Wellness Center: The Community's Voice. 












活科学研究誌， 3， 193-204， 2004. 
13)石田京子，他:長期在宅酸素療法患者の自尊感情
とその関連要因，日本呼吸ケア・リハビリテーショ
ン学会誌， 16(2)， 317田321，2006. 
14) Von Ammon CavanaughS : Depression in the hospi-
talized inpatients with various medical illnesses， 
Psychother Psychoso凪 45， 97-104， 1986. 
15) A. John McSweeny， Igor Grant， et al : Liお
Quality of patients With Chronic Obstructive 
Pulmonary Disease， Arch Intem Med， 142， 473-478， 
1982. 
16) Robert E. Dales， Walter O. Spitzer， et. al: 
The influence of Psychological Status on Respiratory 
Symptom Reporting， Am Rev Respir Dis， 1459-
1463， 1983. 
17) Lena臨時 andElla Danielson: Patient' s experi-
ences of long-term oxygen therapy. Joumal of 
Advanced Nursing， 26， 337刷344，1997. 
18)工藤恵子:在宅酸素療法患者の心理状態と訪問看
護への期待， Quality Nursmg， 7， 43-49， 2001. 
19)青木きよ子:在宅酸素療法患者の匂OLの向上を
目指したアセスメント指標の開発，日本看護科学学
会誌， 18 (3)， 45-56， 1998. 
-38~ 
